
中小企業の知的財産の創造・保護・活用の促進を目的に、無料相談事業、講習会、セミナーなどの事業を中心に、中小企業
の支援を行っている京都発明協会の行事をご案内します。
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京都発明協会行事のお知らせ（１～２月）

相談員による“特許等の相談”（無料）
相談員が、発明、考案、意匠、商標等の産業財産権に関するご相談を受け、ご説明いたします。

〔特許等取得活用支援事業〕「知財総合支援窓口」（近畿経済産業局委託事業）

〔京都府知的財産総合サポートセンター事業〕（京都府委託事業）

「知財総合支援窓口」における支援（無料）
「知財総合支援窓口」では、窓口支援担当者が中小企業等の抱える知的財産
に関する悩みや課題をワンストップで解決できる支援を無料で行います。
また、窓口において即座に課題解決ができない場合には、中小企業等（個人
事業主・創業予定の個人を含む）への直接訪問や知財専門家（弁理士等）と
の共同での支援により課題等の解決を図ります。

※京都発明協会迄お申し込み下さい。電話：075-326-0066又は075-315-8686　※詳細なご案内は、京都発明協会のホームページをご覧ください。〔http://www4.ocn.ne.jp/̃khat8686〕

◉日　　　程　毎週月曜日～金曜日（休日、祝日を除く)事前予約制です。
◉相談時間帯　9:30～12:00 ＆ 13:00～16:30
◉場　　　所　京都発明協会 相談室

（京都リサーチパーク内 東地区 京都府産業支援センター２階）

※京都発明協会迄お申し込み下さい。電話：075-315-8686（相談時間は30分以内とさせて頂きます。)

◉日　　　程 毎週金曜日（休日、祝日を除く）事前予約制です。
◉相談時間帯　9:30～12:00 ＆ 13:00～16:30
◉場　　　所　京都発明協会 相談室（京都リサーチパーク内 東地区 京都府産業支援センター２階）
◉対　　　象　産業財産権に関する相談をご希望の方（どなたでも相談可能）

事前予約制です。予約のない場合、
相談会は開催されませんので、
前日（閉館日を除く）の16:00までにご連絡下さい。

弁理士による“産業財産権相談会”（無料）
弁理士が、産業財産権に関する様々な事柄について、無料でご相談に応じます。

※京都発明協会迄お申し込み下さい。電話：075-315-8686（相談時間は30分以内とさせて頂きます。)

◉日　　　程 １月  ９日（木）間宮 武雄 氏　　１月３０日（木）間宮 武雄 氏　　２月２０日（木）間宮 武雄 氏
　　　　　　　１月１６日（木）上村 喜永 氏　　２月  ６日（木）久留    徹 氏　　２月２７日（木）大坪 隆司 氏
　　　　　　　１月２３日（木）佐野 禎哉 氏　　２月１３日（木）佐野 禎哉 氏
◉相談時間帯 13:30～16:30
◉場　　　所　京都発明協会 相談室（京都リサーチパーク内 東地区 京都府産業支援センター２階）
◉対　　　象　産業財産権に関する相談をご希望の方（どなたでも相談可能）

事前予約がない場合、府内巡回“産業財産権相談会”は開催されませんので、
前日の15:00までにお申し込み下さい。

弁理士による府内巡回“産業財産権相談会”（無料）
弁理士が府内の商工会議所・商工会等で無料の相談会を開催します。お近くの方は是非ご利用下さい。

※京都発明協会迄お申し込み下さい。電話：075-315-8686（相談時間は30分以内とさせて頂きます。)

◉日　　　程 １月１６日(木)　京都産業21 けいはんな支所（相楽郡精華町光台1-7 けいはんなプラザ・ラボ棟3F） 間宮 武雄 氏
　　　　　　　２月  ６日(木)　綾部商工会議所（綾部市西町1丁目50-1 I・Tビル4F） 大坪 隆司 氏
　　　　　　　２月２７日(木)　八幡市商工会（八幡市八幡三本橋59番地9）  久留    徹 氏
◉相談時間帯　13:30～16:30
◉対　　　象　産業財産権に関する相談をご希望の方（どなたでも相談可能）

◉日　程 第  9回　１月２１日（火）　欧州特許検索編（中級者向け）
　　　　　第10回　２月２０日（木）　新興国特許検索編（中級者向け）
◉時　間 講義・質疑　１３：３０～１６：３０
◉講　師 旧社団法人発明協会徳島県支部（現一般社団法人徳島県発明協会）元情報検索指導アドバイザー
　　　　　旧社団法人発明協会（現一般社団法人発明推進協会）元知財専門家相談員　平野 　稔 氏
◉場　所　京都リサーチパーク内 東地区 １号館４階 Ａ・Ｂ会議室
◉対　象　京都府内に在住又はお勤めの方が対象。それ以外の方は定員に満たない場合のみ受け付けます。

外国特許等検索実践講習会（無料）

※詳細及び参加申込等は、京都発明協会のホームページをご覧下さい。〔http://www4.ocn.ne.jp/̃khat8686〕

◉日　程 第4回　１月２８日（火）　中級編
　　　　　第5回　２月１３日（木）　商標･その他編
◉時　間 講義・質疑　１３：３０～１６：３０
◉講　師 近畿大学・非常勤講師　田中 邦英 氏
◉場　所　京都リサーチパーク内 東地区 １号館４階 Ａ会議室
◉対　象　京都府内に在住又はお勤めの方が対象。それ以外の方は定員に満たない場合のみ受け付けます。

特許電子図書館（IPDL）実践講習会（無料）

※詳細及び参加申込等は、京都発明協会のホームページをご覧下さい。〔http://www4.ocn.ne.jp/̃khat8686〕

お問い合わせ先

京都府中小企業技術センター 企画連携課 企画・情報担当　TEL：075-315-8635  FAX：075-315-9497  E-mail：kikaku@mtc.pref.kyoto.lg.jp

京都発明協会行事のお知らせ研究報告

 はじめに
　日本画絵画用絵具においては、環境汚染ガスによる変質、廃棄物の環境汚
染等の問題で無鉛化が急務となっている。平成24年度は、平成23年度に引
き続き新規の無鉛岩絵具製造法である熔融塊の高速昇温熔融（焼成）法につ
いて研究した。通常法では、低融点機能性無鉛フリット及び顔料の混合物を通
常約2℃/minで昇温して800℃に加熱して絵具の母体となる溶融塊を作成し
粉砕分級して製造される。当研究では、対象を既製品岩絵具の6種類の無鉛
岩絵具（顔料）に特定し、その溶融塊について、加熱速度を通常の10倍（20℃
/min)に高速化した場合における溶融温度800,750,700℃の溶融塊及び粉
砕分級後の無鉛岩絵具及び描画試料(144件）の性状、特性について検討し
た。別途、新規製品化岩絵具（1系統色：京上紫、10件）についても評価した。

 実験方法
２．１　研究試料（無鉛フリット及び顔料）
　当研究で用いた絵具試料の媒溶剤には、酒井硝子（株）製無鉛硝子フリット（粉
末，特許）を、顔料としては6種類の既製品顔料を使用した。表1に顔料、無鉛フ
リット混合試料の組成を示す。なお、鉛(PbO)は装置の検出限界以下であった。

２．２　試験評価用絵具試料 
　無鉛フリット75mass%と各絵具顔料25mass%をミルで良く混合し、その
混合粉末を80φの金型を用い圧縮装置で成形し、それを高速昇温(20℃
/min：通常の10倍）で、所定温度(800：通常温度,750,700℃）に加熱し、所定
温度で10分保持したのち、炉の電源を切断し、炉を約60分程度自然冷却して
溶融塊を作成した。次いで、溶融塊をミルで粉砕分級し、８段階に粒度分けし
て試験用トルコ青無鉛岩絵具（粉末）を作成し、専門家が伝統的日本画の手法
（膠使用）により２cm角の和紙上に描画し、それらをアクリル板に貼付して耐
ガス評価用試料とした。
２．３ 　混合ガス耐久性試験
  試作無鉛絵具描画試料に対する環境汚染混合ガス処理試験については、山
崎精機研究所製定流式フロー形ガス腐食試験装置（GH-180形）を用い、混
合ガス処理条件として、硫化水素ガス濃度5ppm、亜硫酸ガス濃度10ppm、
二酸化窒素ガス濃度10ppmの濃度であり、試料の処理は、温度30℃、湿度
90%RH、雰囲気送気流量1000 l/hr.、雰囲気換気回数5 times/hr.、処理日
数（時間）は、４日間（96 h）であった。

 結果
３．１　圧縮成形高速昇温無鉛岩絵具の特性
　図１に溶融温度800℃～700℃の溶融塊の外観を示すが、溶融状態は温度
が高い程良くなっている。しかし溶けの優れない溶融温度700℃の溶融塊に
ついても、無鉛フリットと顔料が充分溶結した強固な溶融塊となっており、粉
砕分級による岩絵具化が可能であった。
  図２に各試料の700℃溶融のXRD分析結果を示すが、この溶融温度では顔
料に石英(SiO2)を含有する⑤の藤袴を除いて、石英（2θ:20.8°など）は殆ど消
失した。次に図３の高速昇温溶融法を用いた各溶融温度における無鉛岩絵具

お問い合わせ先

京都府中小企業技術センター 基盤技術課 材料・機能評価担当　TEL：075-315-8633  FAX：075-315-9497  E-mail：kiban@mtc.pref.kyoto.lg.jp

描画試料から分かるように
全ての溶融温度で、試作岩
絵具描画試料は良好発色
した。また、図４に環境汚染
混合ガス処理した描画試
料外観から分かるように、
混合ガス未処理試料と比
較した場合、発色に差異が
殆ど認められない結果で
あった。
　混合ガス処理後の測色
試験結果から求めた両者
の色差（各絵具８件の平均
値差（絶対値差））は、何れ
の試料とも、1.0以下の値
であり、肉眼識別範囲外と
なっている。以上のことか
ら、高速昇温溶融法で作成
した圧縮成形無鉛岩絵具
の発色は、絵具種、溶融温
度によらず環境汚染混合
ガス処理による影響は殆ど
受けず、何れも良好な環境
汚染混合ガス耐久性を示
すことことが確認できた。
３．２　新規無鉛岩絵具（京
上紫絵具）の特性
　本研究では、新たに通常
溶融法で量産化が確立で
き、製品化された京上紫無
鉛岩絵具（10件）の特性に
ついて検討した。
　XRDによる分析結果から、
京上紫には、Cassiterite
(SnO2)及びSiO2(石英）
が同定できた。酸化スズ
Cassiterite(SnO2)が発色成分と思われる。環境汚染混合ガス処理前後の試
料の呈色変化については、試料の明度(L)、色度(a,b)、ハンター白度(W)の色
差平均はいずれも1.0以下の値となっており、肉眼での変色識別は不可能と
の結果で、京上紫絵具試料には、良好なガス耐久性が確認できた。

 まとめ
　研究では、平成23年度に開発の新規製造方法「高速昇温溶融法」を用いて、
既開発の無鉛岩絵具の中から絵具の溶融温度等を参考に6種類の無鉛岩絵具
（原料）を選定し、144件の無鉛岩絵具を試作し、それらの特性などを検討した。
　研究の結果、144件の試作絵具は何れも無鉛であること、何れの溶融温度
でも良好な溶融塊、絵具粉末が得られること、溶融後の溶融体中に形成する
石英(結晶）量は少なく、溶融温度が低いほど減少する（新発色の絵具となる）
ことが確認できた。また、描画試料の発色比較においては、何れの溶融温度で
も良好に発色し、最低温度の700℃溶融絵具も充分活用可能となることが分
かった。環境汚染混合ガス処理については、その全てにおいて未処理試料比
較した場合、殆ど変色せず良好な耐ガス耐久性を有することが確認できた。

絵画用無鉛岩絵具製造技術改善について
-圧縮成形高速昇温溶融法による無鉛岩絵具の特性-
基盤技術課 矢野 秀樹　　酒井硝子（株） 森 秀次　　ナカガワ胡粉絵具（株） 中川 晴雄
京都府特別技術指導員（京都工繊大名誉教授） 大田 陸夫

表1  試料の組成（mass％）
図2  700℃溶融絵具試料のXRD分析結果

図3  試作絵具描画試料
（混合ガス未処理）

図4  試作絵具描画試料
（混合ガス処理後）
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図1
高速昇温溶融法における
溶融塊の外観


